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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ４ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 6 年 7 月 4 日 ( 2 0 2 4 . 7 . 4 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 3 - 3 7 3 1 6 ( P 2 0 2 3 - 3 7 3 1 6 A )
【 公 開 日 】 令 和 5 年 3 月 1 5 日 ( 2 0 2 3 . 3 . 1 5 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 3 - 0 4 9
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 1 - 1 4 3 9 7 6 ( P 2 0 2 1 - 1 4 3 9 7 6 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｅ ０ １ Ｃ 5 / 0 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｅ ０ １ Ｃ 7 / 1 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｅ ０ １ Ｃ 7 / 2 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｅ ０ １ Ｃ 7 / 3 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｅ ０ １ Ｃ 5 / 0 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｅ ０ １ Ｃ 7 / 1 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｅ ０ １ Ｃ 7 / 2 6 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｅ ０ １ Ｃ 7 / 3 0 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 6 月 2 6 日 ( 2 0 2 4 . 6 . 2 6 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 い で 、 水 と 、 無 収 縮 モ ル タ ル と を 混 合 し た 後 、 こ れ ら を 投 入 し た グ ラ ン ド ミ キ サ ー に  
、 必 要 量 の 骨 材 を 投 入 し 、 水 と 、 無 収 縮 モ ル タ ル と の 混 合 物 と と も に 混 合 す る こ と で 、 舗  
装 材 混 合 物 を 得 る （ 図 １ の （ Ｃ ） ） 。 骨 材 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 た と え ば 、 平  
均 粒 径 が ３ ～ ６ ｍ ｍ （ 乾 式 ふ る い 分 け 法 ） で あ る も の を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 骨 材  
と し て は 、 意 匠 性 を よ り 高 め る と い う 観 点 よ り 、 自 然 石 類 （ 小 粒 径 自 然 石 類 ； 硬 化 前 混 合  
物 層 の 表 面 に 散 布 す る 自 然 石 類 よ り も 粒 子 径 の 小 さ な も の ） を 用 い る こ と が 好 適 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 自 然 石 類 と し て は 、 得 よ う と す る 自 然 石 類 含 有 舗 装 の 意 匠 性 に 応 じ て 、 適 宜 選 択 す れ ば  
よ い が 、 鹿 嶋 砂 利 や 、 さ な げ 、 大 磯 、 紅 な ど が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 自 然 石 類 の 使 用 量 は 、  
使 用 す る 自 然 石 類 の 粒 径 や 、 得 よ う と す る 自 然 石 類 含 有 舗 装 の 意 匠 性 に 応 じ て 、 適 宜 選 択  
す れ ば よ い が 、 た と え ば 、 硬 化 前 混 合 物 層 の 表 面 に 、 好 ま し く は ５ ～ １ ５ ｋ ｇ ／ ｍ ２ の 量  
に て 散 布 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 自 然 石 類 の 粒 径 は 、 好 ま し く は ５ ～ １ ３ ｍ ｍ （ 乾 式  
ふ る い 分 け 法 ） で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 い で 、 自 然 石 類 を 散 布 し た 硬 化 前 混 合 物 層 に つ い て 、 必 要 に 応 じ て 、 コ テ な ど を 用 い  
て 、 表 面 調 整 を 行 っ た 後 （ 図 １ の （ Ｆ ） ） 、 表 面 の ブ ラ シ 磨 き 、 お よ び 、 表 面 に お け る モ  
ル タ ル の 除 去 を 行 っ た 後 （ 図 １ の （ Ｇ ） ） 、 硬 化 さ せ る こ と で 、 自 然 石 類 含 有 舗 装 を 形 成  
す る こ と が で き る （ 図 １ の （ Ｈ ） ） 。 自 然 石 類 含 有 舗 装 の 厚 み は 、 歩 道 ・ 軽 交 通 道 路 と し  
て 供 用 す る 場 合 に は 、 ４ ｃ ｍ 以 上 と す る こ と が 好 ま し く 、 ま た 、 車 道 ・ 重 交 通 道 路 と し て  
供 用 す る 場 合 に は 、 ７ ｃ ｍ 以 上 と す る こ と が 好 ま し い 。 自 然 石 類 含 有 舗 装 の 厚 み の 上 限 は  
、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 好 ま し く は １ ０ ｃ ｍ 以 下 で あ る 。
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